
 

【環境アセスメント士会通信】 第９号 平成 2７年 12 月発行  （1/２） 

 

環境アセスメント士会・平成 27 年度通常

総会を、平成 27 年 5 月 15 日（金）に JEAS

会議室で開催いたしました。平成 26 年度の

事業報告があり、同年度決算・平成 27 年度

事業計画・予算が無事可決されました。 

和田会長より、「今年度も、こうした社会環

境をより一層良い方向へ向けていくため、活

動をより活発化させていきます。「日本版赤道

原則」に関する検討を深めアセス士の役割を拡大化していきます。また、来年度がアセス士会設立 5

年目となることから、5 周年記念事業の検討を開始します。アセス士会会員のメリットを高めると同

時に、アセス士のプレゼンスを向上させるため、長期的には社会における確固たる地位の確立を目指

して、個人の資力を持ち寄りながら活動を続けていきます。」との挨拶がありました。 

総会終了後、法政大学教授田中充先生をお招きして、

ご講演いただきました。

 

演題：「環境影響評価を巡る最近の動向 

－環境アセスメント手続き状況、風力発電

アセス、迅速化等－」 

日時：平成 27 年 5 月 15 日（金） 19～20 時 

場所：（一社）日本環境アセスメント協会会議室 

 

法政大学教授 田中充先生のご紹介 

 

現在： 法政大学社会学部長（教授） 

学歴： 東京大学大学院理学系研究科修士課程修了（理学修士） 

職歴： 川崎市役所公害局・環境局を経て 2001 年 4 月より法政大学社会学部に着任 

委員活動：中央環境審議会総合政策部会臨時委員、環境省環境影響評価制度小委員会委員、

環境影響評価技術手法（健康・生活環境分野）に関する検討会座長、 

環境影響評価法に基づく基本的事項等に関する技術検討委員会委員、 

風力発電施設に係る環境影響評価の基本的考え方に関する検討会委員を務める。
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平成２７年９月１６日（水）、独立行政法人日

本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）の作本直行氏をお

招きして、「赤道原則」に関する勉強会を実施い

たしました。 

 

演題：赤道原則が果たした役割 

－環境配慮を民間事業部門に－ 

日時：平成２７年９月１６日（水） 

１８：３０～２０：００ 

場所：（一社）日本環境アセスメント協会会議室 

 
 
 

環境アセスメント士会ホームページ 

 
http://www.jeas.org/modules/contents17/

  

http://www.facebook.com/groups/301840033234795

環境アセスメント士会への入会について 

会員資格は、環境アセスメント士の方(正会員)、本会の活動を賛助する個人・環境アセスメント士を

志す方(賛助会員)です。年会費は、2,000 円です。随時皆さまのご入会を募集しております。 

詳しくは、上記ホームページをご覧ください。 

あとがき 

早いもので、平成 27 年も残りわずかとなり、もうすぐに新しい年

を迎えようとしています。今年度のアセス士会通信第１号の発行が年

末までずれ込んでしまいましたことに、まずお詫び申し上げます。 

環境アセスメント士会は、定期的に講習会などの勉強の機会を設け、

日々自己研鑽に取り組んでおります。資格者に限らず、多くの方のご

参集をお待ちしております。 
環境アセスメント士会 広報チーム

連絡先  

環境アセスメント士会 
〒102-0092  

東京都千代田区隼町2番13号  
US半蔵門ビル7F 

TEL： 03-6268-9494 
FAX： 03-3230-3876 
E-mail: pea@jeas.org 

 

（独）日本貿易振興機構（JETRO） 作本直行氏のご紹介 

 

現在：（独）日本貿易振興機構 総務部環境社会配慮審査役 

経歴：アジア経済研究所開発研究センターを経て現職。アジア地域の環境法を専門とする。

環境アセスメント学会理事、環境法政策学会理事、人間環境問題研究会理事などを務

める。「アジア諸国の環境アセスメント制度とその課題」、「アジアの環境アセスメン

ト制度とその課題」、「アジアの民主化過程と法」など著書多数。 


